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研究成果

1 .成人ラットの心筋細胞培養

成人ラットの心室心筋を採取し，トリプシンおよび、コラゲナーゼで分離し 3

10%FBSを含む IMDMで、培養を行った.約 1週間後に，細胞数2X105個に

細胞が増殖，細胞の性質が変わることなく ，passage5まで継代し得た.同

時に，同様に成人ラットの大動脈および、子宮より，平滑筋細胞の分離，培

養にも成功した.

2.心筋細胞の確認

心筋培養細胞の収縮蛋白をミオシン重鎖， トロンポニン Iで免疫染色を行

ったが，染色陽性である確固たる証拠はなかった.アクチンによる染色は

陽性であり，心筋繊維芽細胞の増殖の可能性が示唆された.平滑筋細胞に

対してはα-smoothmuscle actine， smooth muscle myosin heavy chainの免疫

染色陽性であった.

3.左心室癒痕作成

ラットを全身麻酔下に開胸し，左前下行枝を根部で結数して心筋梗塞モデ、

ルを作成した.モデル作成時の死亡率は 10"""20%であった.心エコー図で

癒痕範囲を計測したところ，癒痕組織の左心室自由壁に対する割合は 30"""

40%で，生存例は最大 50%であった.組織学的には，癒痕組織部位の非薄

化を認め，血管組織の減少，コラーゲンの増加，アクチン陽性の心筋繊維

芽細胞の増殖を確認し 2 貫壁性梗塞を作成し得た.

4， 5.心筋細胞移植と移植細胞の特質の検討

移植細胞としては移植後，移植環境と異なるため，同定が可能な平滑筋細

胞を選択した.移植前に BrdUにてラベリングしておいた細胞をラットの

癒痕組織に移植を行った結果，移植 5週後に癒痕内での生存・生着を確認

した.移植平滑筋細胞はα叩lOothmuscle actine， smooth muscle myosin heavy 

chainの免疫染色陽性でもあった.また，平滑筋細胞の特性である血管増殖

因子の誘導に対して，移植癒痕組織内の VEGFを測定すると，非移植癒痕

組織に比して有意に高かった.細胞外マトリックスの構築の要素として，

移植癒痕組織内では特殊染色により，エラステイン，総コラーゲンの増加

を認めた.



今後の研究展開

虚血痕痕領域への細胞移植により，移植細胞の生存・生着，血管新生，細

胞外マトリックスの構築は確認し得たが，実際に移植細胞の生存率は不明であ

り，生着も不安定である.移植1週間後の癒痕組織内における細胞生存率は20%

以下とも言われており，細胞移植単独での心筋再生は多くを望めない.よって，

移植細胞の癒痕組織への確実な生着を目指して，細胞播種性生体吸収性材料を

用いることによって 2 移植細胞の生存，生着率は著明に改善するではないかと

考えた.そこで，細胞播種性生体吸収性材料を用いたラット左心室癌形成手術

を既に試み，成功しており，新たな虚血性心筋症に対する治療法として期待す

るものである.


	img-Y25155537-0003
	img-Y25155537-0004
	img-Y25155537-0005
	img-Y25155537-0006
	img-Y25155537-0007

